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72 号
ワカバ会

臨
時
総
会
に
向
け
て三

輪
田
　
真

ワ
カ
バ
会
会
長

（
22
─
６
）

　

私
た
ち
の
社
会
生
活

を
と
り
ま
く
環
境
は
、

昨
年
の
東
北
大
震
災
や

津
波
被
害
・
放
射
能
汚

染
に
と
ど
ま
ら
ず
、
い

ま
だ
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
に
こ
そ
知
恵
を
使
っ

て
、
次
の
時
代
に
向
け
て
足
下
を
し
っ
か
り
と
固

め
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ワ
カ
バ
会
に
と
っ
て
も
、
新
公
益
法
人
制
度
へ

の
対
応
が
三
年
来
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
昭
和

十
一
年
に
社
団
法
人
と
な
っ
て
か
ら
は
最
大
の
組

織
的
変
革
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
と
し
て

の
機
能
を
維
持
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
新
し
い

組
織
体
制
に
移
行
す
る
か
、
ま
さ
に
存
続
を
か
け

た
正
念
場
に
さ
し
か
か
っ
て
お
り
ま
す
。
ワ
カ
バ

会
で
は
平
成
二
十
二
年
に
公
益
法
人
制
度
改
革
移

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
平
山
副
会
長
を
中
心
に

内
外
の
有
識
者
の
知
恵
を
集
め
て
、
新
法
人
の
組

織
体
制
や
定
款
の
検
討
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
の
臨
時
総
会
で
は
、
今
年
度
中
に
一
般
社
団

法
人
に
移
行
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
こ
れ
ま
で
の

検
討
結
果
に
も
と
づ
い
た
新
制
度
案
を
会
員
の
皆

様
に
お
諮
り
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ワ
カ

バ
会
の
将
来
に
向
け
て
た
い
へ
ん
重
要
な
機
会
と

な
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
、
ご
協
力
を 

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

新公益法人制度移行 特別号 
 

日時：平成 24 年 12 月 2 日（日）

午前 11 時～（受付 10 時 30 分より） 
 

会場：母校音楽講堂  
議題：一般社団法人（定款）承認の件 
会費：無料 

 
♦ ワカバ会は組織を変更し、来春新しい一般社団法人にな

るために、東京都に申請いたします。そのために、上記

の日程で臨時総会を開催することになりました。 
♦ 2～4 ページの新組織の定款と解説をご覧になって、総会

にご参加いただくか、あるいは同封の委任状を必ずご返

送下さいますよう、よろしくお願い申し上げます。 
♦ なお、今回の臨時総会は審議のみで、懇親会及び昼食の

用意はございません。 
 



　

ワ
カ
バ
会
は

平
成
20
年
12
月

よ
り
施
行
さ
れ

た
新
公
益
法
人

制
度
に
対
応

し
、
適
切
な
組

織
と
し
て
存
続
す
る
た
め
、
移
行
の
準
備

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
般
、
新

制
度
に
適
合
し
た
定
款
を
ご
提
案
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

経　

緯

　

こ
の
た
び
の
改
革
は
、
明
治
以
来
硬
直

化
し
弊
害
も
目
立
っ
て
き
た
公
益
法
人
制

度
を
、
現
状
に
適
合
し
た
公
益
的
法
人
と

一
般
法
人
に
区
分
し
社
会
の
要
請
に
沿
っ

た
も
の
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
も
の

で
す
。
そ
の
移
行
過
程
に
お
い
て
は
存
続

価
値
の
な
い
法
人
が
淘
汰
さ
れ
て
行
く
と

い
う
厳
し
い
も
の
で
し
た
。

　

ワ
カ
バ
会
に
お
き
ま
し
て
は
昭
和
11
年

に
社
団
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
、
法
改
正

と
と
も
に
経
過
的
法
人
の
特
例
民
法
法

人
と
し
て
存
続
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
同

窓
会
と
い
う
親
睦
団
体
を
中
心
に
し
な
が

ら
、
数
々
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
丸
山
記
念

奨
学
金
、
文
化
芸
術
面
で
の
活
動
、
母
校

へ
の
た
ゆ
ま
ぬ
貢
献
な
ど
公
益
法
人
と
し

て
恥
じ
な
い
公
益
活
動
を
長
年
に
わ
た
っ

て
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

当
初
は
、
当
然
公
益
社
団
法
人
と
し
て

存
続
す
べ
き
と
の
検
討
も
な
さ
れ
ま
し
た

が
、
公
益
認
定
を
受
け
る
に
は
、
法
が
定

め
た
公
益
的
業
務
を
全
体
の
半
分
以
上
の

割
合
で
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
や

当
局
の
厳
し
い
監
督
の
下
で
の
運
営
が
必

要
な
点
な
ど
が
指
摘
さ
れ
、
ワ
カ
バ
会
と

し
て
は
な
か
な
か
公
益
社
団
と
な
る
こ
と

は
難
し
い
と
い
う
結
論
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
一
般
法
人
と
し
て
移
行
を
目
指

す
と
し
て
も
そ
の
中
で
共
益
的
な
も
の
に

特
化
し
、
多
少
の
制
約
は
あ
る
も
の
の
税

の
特
典
を
受
け
ら
れ
る
非
営
利
型
の
一
般

法
人
と
す
べ
く
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
般
法
人
と
い
っ
て
も
、
過
去
に
積
み

上
げ
ら
れ
た
法
人
財
産
は
、
公
益
活
動
の

中
で
の
蓄
積
と
し
て
、
今
後
公
益
目
的
支

出
計
画
に
基
づ
い
て
支
出
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
社
会
に
貢
献
し
て
ゆ
き
ま
す
。
ワ

カ
バ
会
の
公
益
目
的
支
出
は
奨
学
金
制

度
、
広
報
活
動
、
文
化
活
動
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
、
従
来
よ
り
機
動
的
に
運
営
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
本
来
の
目
的

で
あ
る
同
窓
会
活
動
も
監
督
官
庁
の
縛
り

が
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
会
員
の
皆
様
の

相
互
親
睦
が
一
段
と
図
ら
れ
る
よ
う
な
運

営
が
可
能
と
な
る
と
考
え
ま
す
。
以
上
の

点
よ
り
非
営
利
性
が
徹
底
さ
れ
た
共
益
的

一
般
社
団
法
人
を
目
指
す
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。

組　

織

　

組
織
は
、
会
員
総
会
と
理
事
会
、
代
表

理
事
、
監
事
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
も
の
に

な
り
ま
す
。
総
会
は
会
の
最
高
意
思
決

定
機
関
で
あ
り
、
原
則
定
時
総
会
を
年
１

回
開
催
い
た
し
ま
す
。
ワ
カ
バ
会
会
員
は 

約
一
八
、〇
〇
〇
の
貴
重
な
会
員
よ
り
成

り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、

卒
業
生
全
員
が
集
っ
て
親
睦
を
深
め
た
い

と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
場
等
の
準

備
の
問
題
に
よ
り
、
総
会
決
議
の
点
に
お

い
て
現
実
的
な
対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
定
款
で
は
、
定
足
数
の
緩
和
を

は
か
り
無
理
の
な
い
総
会
運
営
の
で
き
る

よ
う
な
も
の
と
い
た
し
ま
し
た
。
理
事
及

び
監
事
は
、
総
会
で
選
出
さ
れ
ま
す
が
従

来
か
ら
あ
る
評
議
員
会
は
廃
止
と
な
り
ま

す
。
理
事
は
理
事
会
を
組
織
し
、
代
表
理

事
を
選
任
し
会
を
代
表
さ
せ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
ワ
カ
バ
会
で
は
代
表
理
事
が
会

長
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
監
事
は
、

理
事
会
の
意
思
決
定
、
代
表
理
事
の
業
務

執
行
を
監
査
し
総
会
に
報
告
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

ワ
カ
バ
会
に
お
い
て
評
議
員
会
は
多
年

に
わ
た
り
、
理
事
会
の
選
任
機
関
や
重
要

案
件
の
承
認
機
関
と
し
て
貢
献
さ
れ
た
と

と
も
に
幅
広
い
会
員
の
ご
意
見
を
拝
聴
で

き
る
貴
重
な
場
で
し
た
。
新
執
行
部
は
、

こ
の
点
は
十
分
認
識
し
て
お
り
何
ら
か

の
方
法
で
意
見
聴
取
の
仕
組
み
を
構
築
す

る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

結　

び

　

こ
の
結
論
に
至
る
ま
で
の
、
会
員
有
識

者
と
関
係
理
事
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
移

行
委
員
会
の
方
々
の
熱
心
な
ご
討
議
と
格

別
の
ご
配
慮
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
新
制
度
へ
の
移
行
は
ゴ
ー
ル
で

は
な
く
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
で
す
。
よ
り

自
由
な
同
窓
会
活
動
を
通
し
て
、
ワ
カ

バ
会
を
同
窓
生
の
為
、
母
校
の
為
、
社
会

の
為
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
の
組

織
移
行
に
関
わ
っ
た
者
の
共
通
の
願
い
で

す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
れ
を
機
会
に
ワ
カ
バ
会
を
ま
す
ま
す
身

近
な
も
の
と
し
て
、
積
極
的
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。　
　
　
（
完
）
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新
公
益
法
人
制
度
移
行
に
つ
い
て
（
Ⅷ
）

ワ
カ
バ
会
副
会
長

平
山
　
孔
嗣
（
29
─
２
）

─ 

一
般
社
団
法
人
の
定
款
を
提
案 

─



　

新
制
度
移
行
に
あ
た
り
、
臨
時
総
会
で
お
願
い
す
る
定

款
案
に
つ
き
ま
し
て
若
干
の
ご
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
最
終
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
認
可
当
局
と
の
折
衝

中
の
為
、
主
要
部
分
の
考
え
方
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

定
款
は
、
組
織
を
運
営
し
て
ゆ
く
た
め
の
基
本
で
す
。

一
般
的
に
言
え
ば
憲
法
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
法
人
は
、

自
然
人
と
異
な
り
目
的
と
そ
の
事
業
の
た
め
に
存
在
し
ま

す
の
で
、
今
度
移
行
す
る
一
般
社
団
法
人
も
そ
の
目
的
と

事
業
を
は
っ
き
り
と
定
款
に
記
載
し
な
け
れ
ば
存
在
が
で

き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

（
目　

的
）

　

こ
の
法
人
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、
東
京
都
立

三
田
高
等
学
校
の
発
展
に
協
力
し
、
あ
わ
せ
て
文
化
事
業

を
行
い
、
会
員
及
び
公
共
の
福
祉
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

（
事　

業
）

こ
の
法
人
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事

業
を
行
う
。

（
１
）	

会
報
・
名
簿
及
び
図
書
の
発
行

（
２
）	

講
演
会
・
講
習
会
・
研
究
会
開
催
等
の
学
術
、
文
化
、

芸
術
事
業

（
３
）	

東
京
都
立
三
田
高
等
学
校
の
事
業
に
対
す
る
支
援

（
４
）	

東
京
都
立
三
田
高
等
学
校
在
校
生
に
対
す
る
奨
学
金

給
付

（
５
）	

会
員
の
福
祉
厚
生
施
設
の
経
営

（
６
）	

駐
車
場
の
経
営

（
７
）	

そ
の
他
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
る
事
業

　

こ
の
内
容
は
、
旧
定
款
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。

　

ワ
カ
バ
会
が
、
同
窓
会
運
営
を
中
心
目
的
と
し
た
共
益

的
な
法
人
と
し
て
あ
る
こ
と
を
示
し
、
母
校
へ
の
貢
献
や

奨
学
金
事
業
に
よ
る
在
校
生
へ
の
支
援
を
明
確
化
し
、
経

済
基
盤
で
収
益
事
業
で
あ
る
駐
車
場
経
営
も
明
示
し
た
も

の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
（
１
）
か
ら
（
４
）
ま
で
は
公
益
目
的
の
事
業
と
し
て
従

来
よ
り
認
識
さ
れ
て
き
た
事
業
で
あ
り
、
ワ
カ
バ
会
が
単

な
る
親
睦
の
為
の
同
窓
会
で
は
な
く
、
永
き
に
わ
た
っ
て

公
益
法
人
と
し
て
社
会
に
貢
献
し
て
き
た
組
織
で
あ
り
、

今
後
と
も
に
そ
の
意
思
を
明
確
化
す
る
も
の
で
す
。

（
経
費
の
負
担
）

　

こ
の
法
人
の
事
業
活
動
に
必
要
と
さ
れ
る
費
用
に
充
て

る
た
め
、
正
会
員
は
入
会
時
及
び
総
会
に
お
い
て
別
に
定

め
る
額
を
支
払
う
も
の
と
す
る
。

　

一
般
社
団
法
人
の
運
営
は
原
則
と
し
て
会
員
の
負
担
す

る
会
費
で
賄
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ワ
カ
バ
会
に

お
き
ま
し
て
は
、
新
入
会
員
か
ら
の
入
会
金
と
昭
和
60
年

総
会
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
維
持
会
費
が
こ
れ
に
当
た
り

ま
す
。
加
え
て
鵜
の
木
の
駐
車
場
収
入
を
も
っ
て
経
済
的

基
盤
と
し
て
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
維
持
会
費
は
、
可
能

な
範
囲
で
の
納
付
を
お
願
い
す
る
趣
旨
と
し
て
、
毎
年
任

意
の
会
費
と
し
て
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

総　

会

（
構　

成
）

１　

総
会
は
、
正
会
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。
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【
新
定
款
案
の
骨
子
】

─ 

こ
れ
ま
で
の
事
業
は
継
続 

─

（
平
成
20
年
12
月
１
日
施
行
）

特
例
民
法
法
人
ワ
カ
バ
会

公
益
法
人
制
度
改
革
関
連
法

評議員会

理事会

公益法人制度
改革移行委員会
（平成 22年２月３日
より７回開催）

移行期間（5 年間）

《 公 益 法 人 移 行 図 》

東
京
都
に
（
本
）
申
請
・
認
可

（
平
成
25
年
４
月
１
日
）

一
般
社
団
法
人
ワ
カ
バ
会
発
足

臨
時
総
会
で
新
定
款
承
認

（
24
年
12
月
２
日
）

新
定
款（
案
）を
東
京
都
に（
仮
）申
請

（
24
年
９
月
８
日
）

総
会
で
一
般
社
団
法
人
選
択
を
承
認

（
24
年
５
月
20
日
）



事
務
局

委
員
会

総
務
委
員
会

企
画
委
員
会

事
業
運
営
委
員
会

広
報
委
員
会

会
計
委
員
会

パ
ソ
コ
ン
委
員
会

《 新  組  織  図 》

会長・副会長・理事

総　会

理事会 監　事
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２　

前
項
の
総
会
を
も
っ
て
一
般
社
団
法

人
及
び
一
般
財
団
法
人
に
関
す
る
法
律
上

の
社
員
総
会
と
す
る

（
権　

限
）

　

総
会
は
次
の
事
項
に
つ
い
て
決
議
す

る
。

（
１
）	

会
員
の
除
名

（
２
）	

理
事
及
び
監
事
の
選
任
ま
た
は
解

任

（
３
）	

貸
借
対
照
表
及
び
正
味
財
産
増
減

計
算
書
の
承
認

（
４
）	

定
款
の
変
更

（
５
）	

解
散
及
び
残
余
財
産
の
処
分

（
６
）	

そ
の
他
総
会
で
決
議
す
る
も
の
と

し
て
法
令
ま
た
は
こ
の
定
款
で
定

め
ら
れ
た
事
項

（
開　

催
）

　

総
会
は
定
時
総
会
と
し
て
毎
事
業
年
度

の
終
了
時
よ
り
３
箇
月
以
内
に
１
回
開
催

す
る
ほ
か
必
要
が
あ
る
場
合
に
開
催
す

る
。

　

総
会
は
全
正
会
員
を
も
っ
て
構
成
す
る

も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
年
１
回
６
月
ま
で

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
ワ
カ
バ
会

は
約
１
８
０
０
０
名
か
ら
の
正
会
員
か
ら

な
り
ま
す
の
で
会
員
全
員
が
集
う
こ
と
が

原
則
と
さ
れ
ま
し
て
も
、
会
場
の
問
題
等

で
開
催
が
難
し
い
状
況
で
す
。
そ
こ
で
、

実
行
可
能
な
総
会
開
催
を
図
る
た
め
に
、

総
会
成
立
の
定
足
数
に
つ
き
ま
し
て
最
後

ま
で
検
討
、
折
衝
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
が
可
能
な
限
り

反
映
さ
れ
る
よ
う
、
か
つ
、
現
実
的
な
運

営
が
で
き
る
よ
う
な
ご
提
案
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

（
役
員
の
設
置
）

１　

こ
の
法
人
に
、
次
の
役
員
を
置
く
。

（
１
）
理
事　

１
１
名
以
上
１
８
名
以
内

（
２
）	

監
事　

２
名
以
内

２　

理
事
の
う
ち
１
名
を
会
長
、
２
名
を

副
会
長
と
す
る
。

３　

前
項
の
会
長
及
び
副
会
長
を
も
っ
て

一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人
に

関
す
る
法
律
上
の
代
表
理
事
と
す
る
。

（
役
員
の
選
任
）

１　

理
事
及
び
監
事
は
、
総
会
の
決
議
に

よ
っ
て
選
任
す
る
。

２　

会
長
、
副
会
長
は
、
理
事
会
の
決
議

に
よ
っ
て
理
事
の
中
か
ら
選
任
す
る
。

　

全
体
の
説
明
の
中
で
も
触
れ
ま
し
た

が
、
新
法
人
の
役
員
は
理
事
と
監
事
が
担

い
、
執
行
機
関
と
し
て
の
理
事
会
を
組
織

し
て
監
事
が
そ
の
監
督
を
し
ま
す
。
従
来
、

役
員
は
評
議
員
会
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
評
議
員
会
が
廃
止
さ
れ
る

た
め
直
接
総
会
に
て
選
出
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
任
期
は
理
事
は
２
年
、
監
事

は
４
年
と
な
る
予
定
で
す
。

（
役
員
の
報
酬
）

　

理
事
又
は
監
事
は
、
無
報
酬
と
す
る
。

　

ワ
カ
バ
会
は
同
窓
会
組
織
で
す
の
で
役

員
に
対
す
る
報
酬
は
従
来
ど
お
り
ゼ
ロ
と

い
た
し
ま
す
。
な
お
、
事
務
局
員
に
対
し

ま
し
て
は
適
正
な
給
与
を
負
担
し
て
ま
い

り
ま
す
。

（
公
告
の
方
法
）

　

こ
の
法
人
の
公
告
は
、
公
式
ウ
ェ
ブ
・

サ
イ
ト
に
よ
り
行
う
。

　

ワ
カ
バ
会
が
公
告
を
行
う
場
合
、
時
代

に
即
し
、
ま
た
、
経
費
節
減
の
為
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。
会
員

の
皆
様
へ
の
情
報
提
供
は
会
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
メ
ー
ル
を
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
よ
り
タ
イ
ム
リ
ー

な
も
の
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

以
上
、
新
定
款
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
簡

単
に
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

定
款
の
文
章
は
今
後
変
わ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
が
、
臨
時
総
会
当
日
に
は
、
詳
し

く
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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問１　　いつから一般社団法人になるのですか。
答え　　9 月に監督官庁である東京都へ仮電子申請を行い、定款の内容を調整し、12 月の臨時総会で

新定款が承認された後に本申請します。認可されれば 2013 年 4 月 1 日から新法人になります。

問２　　非営利一般社団法人になると、これまでと何がどのように変わるのですか。
答え　　同窓会の活動は、基本的には、変化はありません。

問 3　　ワカバ会の保有する土地や預金などの財産は保全されるのですか。
答え　　はい。過去に公益法人として積み上げてきたワカバ会の財産は、今後、公益目的支出計画に

基づいて計画的に長期にわたって行う奨学金給付や母校への支援、広報活動、文化活動などに
使っていくことが認められています。

問 4　　駐車場経営などの事業も出来るのですか。
答え　　はい。駐車場などの収益事業については、これまでどおりに、税金を納めて運営します。同

窓会の本来の親睦や相互援助の活動などは、監督官庁の縛りがなくなり、より自由に行うこと
が出来ます。軽井沢の山荘売却なども都の許可が必要なくなります。

問 5　　維持会費は変わりますか。
答え　　今のところ、維持会費も現行のままです。今後はワカバ会の活動をもっと多くの同窓生に周

知し、利用していただき、維持会費を納める人数を増やしていく必要があります。

問 6　　評議員会がなくなり、総会での論議や議決が重要になると思いますが、総会はどうなります
か。

答え　　これまでどおり、毎年 1 回 6 月までに開催します。約 18,000 名の正会員が集うことは難し
いので、総会の定足数などについて当局と交渉中です。

	 　総会に参加する会員数は限られていても、公正、透明な会の運営が出来てきたこれまでの長
い実績も勘案して、実現可能な総会の開催を考慮中です。

問 7　　評議員会は廃止されるのですね。
答え　　はい。新公益法人法では、総会と理事会のシンプルな構成が求められました。これまで評議

員会は理事会の選任、重要案件の承認など重要な役割を果たしていただき、また地方在住の会
員も含めて、会員のご意見を理事会に届けるという大きな役割を果たしていただきましたので
新組織ではこれに代わる会員のご意見を聴く場の新設を考えます。

問 8　　新定款で、今後はホームページでの総会のお知らせをワカバ会の正式な公告とすることにな
りましたが、会員相互の IT ネットワークの構築なども必要になるのではありませんか。

答え　　そのとおりです。会報の発行はワカバ会の公益事業の一つであり、今後も年 2 回発行する予
定です。今後は公告をホームページで告知し、会報でもお伝えします。時代に即してメールな
ど双方向のネットワークが必要になります。今の理事会は若い方が少なく、能力的にも IT 活
用が十分出来ていません。

	 　この機会にワカバ会活動に協力して、IT 戦略を計画、実行してくださる方々の参加を期待
しています。

◎ ワカバ会新組織早分かり  Q＆A
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後列左端　筆者西脇さん
前列右端　吉岡澄子さん（P8・1 段目筆者）

私
の
近
況
今
回
は
卒
業
回
数
が
第
六
末
尾
５
、

三
田
末
尾
４
の
方
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
に
出
会
っ
て

古
希
を
前
に
人
生
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た

　

高
校
時
代
、
英
語
は
苦
手
で
し
た
。
英
語

は
一
生
必
要
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
手

を
抜
い
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
英
単
語
は
覚

え
切
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
習
っ
た
英
文
法

は
今
で
も
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
を
始
め
た
頃
は
英
語
の

本
を
必
死
で
読
ん
だ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
で
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
て
、
ペ
イ

ン
ト
の
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
お
か
げ
で
、
た
く
さ

ん
の
ア
メ
リ
カ
人
の
友
人
が
で
き
、
今
で
は

毎
年
二
回
ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
に

ブ
ー
ス
を
出
し
、
つ
た
な
い
な
が
ら
英
語
で

の
デ
モ
や
セ
ミ
ナ
ー
も
し
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
は
リ
タ
イ
ヤ
し
た
主
人
と
と
も
に

札
幌
か
ら
福
岡
ま
で
、
ペ
イ
ン
ト
関
係
の
イ

ベ
ン
ト
に
毎
月
の
よ
う
に
ブ
ー
ス
を
出
し
て

充
実
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
は
、
２
０
１
２
年
５
月
の
広
島
の
福

屋
デ
パ
ー
ト
の
私
の
ブ
ー
ス
で
す
。

　

来
年
古
希
を
迎
え
ま
す
が
八
月
に
退
職
し

ま
し
た
。
十
五
年
前
に
念
願
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス

を
購
入
、
芝
浦
か
ら
南
房
総
館
山
に
月
二

回
通
い
家
内
の
バ
ラ
栽
培
を
手
伝
っ
て
い
ま

す
。
人
生
を
振
り
返
る
と
好
き
な
事
が
出
来

た
充
実
し
た
日
々
で
し
た
。
大
学
で
は
放
送

を
学
び
一
年
間
テ
レ
ビ
局
で
演
出
助
手
と
し

て
現
場
を
体
験
、
卒
業
後
は
映
画
製
作
会
社

に
入
社
、
シ
ナ
リ
オ
を
書
き
撮
影
、
フ
ィ
ル

ム
編
集
、
録
音
の
忙
し
い
毎
日
で
し
た
。
40

歳
の
時
商
社
に
誘
わ
れ
ソ
フ
ト
制
作
か
ら

ハ
ー
ド
の
世
界
に
転
身
、
学
校
の
視
聴
覚
シ

ス
テ
ム
の
設
計
を
担
当
し
日
進
月
歩
の
最
先

端
映
像
音
響
機
器
を
追
い
求
め
る
毎
日
で
し

た
。
わ
か
ば
70
号
に
校
長
先
生
が
済
生
会
中

央
病
院
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、

私
も
バ
ス
ケ
部
で
捻
挫
し
て
宮
畑
先
生
に
担

ぎ
込
ま
れ
て
以
来
、
現
在
も
三
ヶ
月
に
一
度

馬
場
　
正
俊

14
─
５

私
の
近
況

女
瞳
私
（
お
ん
な
ど
う
し
）

　

丸
山
丈
作
先
生
の
い
つ
の
時
代
に
も
か

な
っ
た
賢
い
教
え
を
受
け
、
東
京
府
立
第
六

高
女
の
卒
業
生
で
あ
る
事
は
人
生
で
一
番
の

誇
り
で
す
。
私
の
近
況
は
月
一
回
東
京
で
バ

イ
ア
ス
編
を
教
え
て
い
ま
す
。
そ
の
関
係
で

新
し
い
作
品
を
習
い
、
一
日
中
編
物
を
し
て

い
ま
す
。
合
間
に
本
を
読
み
、
韓
国
ド
ラ
マ

を
見
、
中
々
出
来
な
い
数
独
に
挑
戦
し
、
朝

日
新
聞
の
天
声
人
語
の
書
き
写
し
等
し
て
い

ま
す
。
ま
た
週
二
回
近
所
で
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
に
熱
を
入
れ
、
本
当
の
ゴ
ル
フ
の
出
来
な

い
憂
さ
を
は
ら
し
、
遼
の
気
分
に
な
っ
た
り

　

私
の
生
ま
れ
た
日
本
橋
の
小
学
校
に
は
、

バ
ル
コ
ニ
ー
の
あ
る
音
楽
室
が
あ
り
、
音
楽

大
好
き
の
女
の
子
で
し
た
。
三
田
高
校
に
在

学
中
、
日
比
谷
公
会
堂
で
の
第
九
交
響
曲
の

演
奏
会
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
大
き
な
ス
テ
ー

ジ
で
し
た
。
結
婚
後
も
い
つ
も
ど
こ
か
の
グ

ル
ー
プ
で
歌
い
続
け
、
時
に
は
関
東
代
表
と

し
て
全
国
大
会
に
参
加
も
し
ま
し
た
。

　

印
刷
会
社
へ
嫁
い
だ
私
は
、
写
真
に
興
味

を
持
ち
、
子
供
が
大
学
入
学
を
期
に
デ
ザ
イ

ン
学
校
に
入
学
、
卒
業
後
ス
タ
ジ
オ
撮
影
の

勉
強
六
年
間
を
経
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
系
、

西
脇
　
房
枝
（
小
島
）

15
─
エ

福
田
　
幸
子
（
桜
井
）

４
─
３

湯
口
千
恵
子
（
池
田
）

24
─
１

し
て
い
ま
す
。
一
月
の
梅
四
月
の
桜
六
月
の

紫
陽
花
と
何
を
見
て
も
今
年
が
見
納
め
か
と

い
う
今
日
此
の
頃
で
す
が
、
冬
が
終
り
春
が

来
る
と
必
ず
「
春
よ
み
が
え
る
と
き
め
き
に

…
」を
口
ず
さ
ん
で
い
た
主
人
を
思
い
出
し
、

も
う
し
ば
ら
く
88
歳
少
し
前
か
が
み
で
、
正

常
歩
正
常
歩
と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
歩
い
て
ゆ

き
ま
す
。

内
糖
検
査
で
通
院
し
て
お
り
、
そ
の
折
に
三

田
の
校
舎
や
生
徒
さ
ん
を
見
て
懐
か
し
ん
で

い
ま
す
。

舞
台
写
真
等
の
仕
事
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

自
分
の
作
品
づ
く
り
に
努
め
て
来
ま
し
た
。

　

こ
こ
何
年
か
二
科
展
等
に
も
出
品
し
、

「
女お

ん
な
ど
う
し

瞳
私
」（
女
同
志
と
、
私
が
レ
ン
ズ
を
通

し
て
女
性
を
撮
る
）
を
テ
ー
マ
に
撮
り
続
け

て
居
り
ま
す
。
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私
の
大
学
生
活

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て

　

涙
の
卒
業
式
か
ら
半
年
が
経
っ
た
今
、
私

は
慶
應
義
塾
大
学
の
商
学
部
で
学
ん
で
い
ま

す
。
大
学
で
は
自
分
で
答
を
考
え
る
勉
強

が
主
で
難
し
い
で
す
が
、
商
業
学
等
は
学
び

た
い
と
思
っ
て
い
た
分
野
な
の
で
楽
し
い
で

す
。

　

ま
た
、
私
は
高
校
時
代
か
ら
憧
れ
て
い
た

六
大
学
野
球
を
始
め
と
す
る
様
々
な
ス
ポ
ー

ツ
を
応
援
す
る
應
援
指
導
部
の
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
部
に
入
部
し
ま
し
た
。
練
習
は
大

変
で
す
が
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
の
早
慶
戦
で
は
ハ
ー
フ
タ

イ
ム
シ
ョ
ー
で
国
立
競
技
場
の
沢
山
の
お
客

さ
ん
の
前
で
踊
れ
て
と
て
も
幸
せ
で
し
た
。

辛
い
事
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
分
や
り
終
え

た
時
の
達
成
感
が
大
き
い
の
で
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
い
つ
も
多
く
の
方
々
に
支
え
て
頂

い
て
い
る
の
で
私
も
元
気
や
勇
気
を
与
え
ら

れ
る
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
お
時
間
が
あ
る
時
に
は
、
ぜ
ひ
神
宮
球

場
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

三
田
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
10
年
と
い
う

月
日
が
流
れ
た
こ
と
を
ワ
カ
バ
会
か
ら
の
知

ら
せ
で
知
り
、
月
日
の
流
れ
の
速
さ
に
驚
い

て
い
ま
す
。

　

こ
の
10
年
間
で
世
の
中
の
動
き
は
さ
ら
に

速
く
流
動
し
、
情
勢
は
10
年
前
と
は
全
く
変

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
も
10
年
前
で
は

思
い
も
し
な
か
っ
た
職
業
に
今
就
い
て
い
ま

す
。

　

高
校
卒
業
後
バ
イ
ト
で
お
金
を
貯
め
て
は

旅
行
を
繰
り
返
す
日
々
を
送
る
な
か
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
い
う
職
種
に
出
会
い
目
指
す
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
イ
ン
ハ
ウ
ス

デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
、
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
か

ら
広
告
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
り
自
社
製
品
の

デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
と
表
層
に
装
飾
を
施
す

こ
と
だ
と
誤
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
言
葉
の
意
味
は
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
考
え
た
上
で
ど
う
や
っ
た
ら
お

客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
か
、
ど
う
や
っ
た

ら
多
く
の
人
に
響
い
て
も
ら
え
る
か
を
表
現

す
る
こ
と
で
す
。

　

私
は
よ
り
多
く
の
方
々
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
商
品
を
作
れ
る
よ
う
思
い
を
馳
せ
な
が

ら
、
日
々
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

渡
部
　
宏
介

54
─
２

中
村
　
優

64
─
４

四
十
に
し
て
彷
徨

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
首
都
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
西

へ
飛
行
機
で
一
時
間
程
、
ア
ル
プ
ス
に
囲
ま

れ
た
街
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
に
滞
在
し
て

五
年
近
く
が
経
ち
ま
し
た
。 

「
お
前
の
英
語

は
相
変
わ
ら
ず
酷
い
な
」
と
上
司
か
ら
言
わ

れ
る
度
に
、
三
田
高
校
の
教
室
を
思
い
出
し

も
っ
と
真
面
目
に
授
業
を
受
け
る
べ
き
だ
っ

た
と
後
悔
の
念
に
襲
わ
れ
ま
す
。

　

高
校
在

学
中
に
神

経
科
学
の

研
究
者
を

志
し
、
博

士
課
程
を

終
え
た

後
、
非
常

勤
研
究
員

と
し
て
イ

ン
ス
ブ

ル
ッ
ク
医

科
大
学
に

在
籍
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
高
校
、
大

学
、大
学
院
と
劣
等
生
だ
っ
た
自
分
で
す
が
、

良
き
指
導
者
と
人
の
縁
に
恵
ま
れ
漸
く
研
究

者
ら
し
い
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

学
術
の
世
界
で
生
き
残
る
為
に
ひ
た
す
ら

た
だ
走
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ふ
と
、
高
校
時

代
の
自
分
よ
り
進
歩
で
き
た
の
か
と
考
え
こ

ん
で
し
ま
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
精
進
が
足
り

な
い
と
彷
徨
う
日
々
が
続
き
そ
う
で
す
。

春
日
井
　
雄

44
─
６

篠
川
徹
太
郎

34
─
８

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
！

　

三
田
高
を
卒
業
し
て
30
年
、
高
校
の
同
級

生
と
結
婚
し
て
20
年
が
経
ち
ま
し
た
。
子
供

は
三
人
お
り
、
長
男
は
今
春
か
ら
大
学
生
に

な
り
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
私
自
身
が

当
時
の
父
親
と
同
じ
年
齢
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
少
し
複
雑
な
気
持
ち
で
す
。

　

現
在
は
横
浜
の
自
宅
兼
事
務
所
で
税
理
士

を
し
て
い
ま
す
。
三
田
高
の
先
輩
と
も
仕
事

上
の
お
付
き
合
い
が
あ
り
、
時
々
情
報
交
換

し
て
は
、
ラ
ー
メ
ン
二
郎
の
こ
と
な
ど
、
な

つ
か
し
く
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
新
年
会
は
三
田
高
の
悪
ガ
キ
連
中

で
集
ま
り
ま
し
た
。
お
互
い
も
う
50
歳
に
な

る
ん
だ
か
ら
大
人
し
く
飲
め
ば
い
い
の
に
、

ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
で
あ
の
頃
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
、
み
ん
な
で
騒
が
し
く
飲

ん
だ
の
で
し
た
。
30
年
も
前
に
三
年
間
一
緒

に
い
た
だ
け
な
の
に
ね
。
三
つ
子
の
魂
じ
ゃ

な
く
て
三
田
高
の
魂
百
ま
で
…
…
と
い
う
こ

と
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
で
す
！

12.7.16 堀坂山荘にて
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台
風
四
号
が
東
北
地
方
の
沖
合
に
去
っ
た

頃
、
今
年
度
喜
壽
を
迎
え
る
六
回
生
五
組
の

面
々
は
、
熱
海
ニ
ュ
ー
フ
ジ
ヤ
ホ
テ
ル
の
ロ

ビ
ー
で
一
年
振
り
の
再
会
を
し
ま
し
た
。
宿

泊
を
伴
う
ク
ラ
ス
会
は
、
七
年
前
の
古
稀
以

来
の
こ
と
で
す
。

　

さ
て
、
家
に
帰
ら
な
く
て
も
よ
い
宴
は
、

ゆ
っ
た
り
と
進
行
し
ま
し
た
。
ア
ル
コ
ー
ル

は
程
よ
く
進
み
、
遊
び
心
で
始
っ
た
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
に
年
齢
を
忘
れ
て
夢
中
に
な
り
、
手

に
し
た
景
品
を
見
せ
合
っ
て
、
お
互
い
満
足

し
ま
し
た
。
幹
事
の
部
屋
で
の
二
次
会
も
全

員
集
合
、
深
更
ま
で
話
が
弾
み
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
会
で
自
慢
で
き
る
こ
と
を
一
つ
、

定
例
的
に
毎
年
ク
ラ
ス
会
を
開
催
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
還
暦
の
年
か
ら
で
、
爾
来

十
七
年
、
幽
明
界
を
異
に
し
た
メ
ン
バ
ー
は

一
人
も
居
り
ま
せ
ん
。
参
加
者
一
同
、
健
康

で
あ
る
こ
と
の
有
難
さ
を
身
に
浸
み
て
感
じ

た
次
第
で
す
。

　

私
達
は
三
田
７
─
７
に
因
ん
で
ク
ラ
ス
会

を
七
重
会
と
命
名
し
た
。
卒
業
後
数
年
間

は
キ
ャ
ン
プ
等
を
楽
し
ん
だ
が
、
そ
の
後
30

数
年
の
空
白
を
経
て
、
会
が
本
格
的
に
活
動

を
開
始
し
た
の
は
平
成
２
年
。
当
初
は
日
本

史
の
元
木
先
生
の
ご
指
導
の
下
、
都
内
や
近

郊
の
史
跡
を
訪
れ
て
先
生
の
講
話
を
拝
聴
し

な
が
ら
歴
史
を
再
学
習
し
て
昼
食
を
と
る
形

式
だ
っ
た
。
15
年
間
に
12
回
開
催
出
来
た
の

は
、
先
生
の
ご
協
力
と
諸
事
万
端
を
こ
な
し

た
故
・
上
山
（
松
田
）
幹
事
の
ご
尽
力
の
賜

物
。
し
か
し
平
成
17
年
以
降
は
、
体
力
の
低

下
も
考
慮
し
て
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
室
内

で
の
昼
食
会
形
式
に
変
更
し
て
毎
年
１
回
開

催
し
て
き
た
。
こ
の
様
な
高
い
頻
度
と
内
容

で
開
催
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
ス
会
は
ワ
カ
バ
会

の
中
で
も
稀
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
後
も
継

続
は
力
な
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
や
が
て
来
る

解
散
の
日
ま
で
級
友
間
の
絆
を
大
切
に
し
て

ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

喜
壽
の
一
泊
旅
行

ワ
カ
バ
の
輪

七
重
会
＝
温
故
知
新
の
ク
ラ
ス
会

坂
田
　
恒
春

７
─
７

飯
山
　
精
三

６
─
５

な
で
し
こ
の
黄
色
の
小
さ
な
校
章

　

此
の
頃
は
〝
な
で
し
こ　
　
　

〟
と
か
ま

び
す
し
い
事
で
す
が
…
。
白
い
ブ
ラ
ウ
ス
の

上
に
背
中
が
大
き
く
く
れ
た
ス
カ
ー
ト
を

着
て
、
胸
に
小
さ
な
黄
色
い
な
で
し
こ
の
校

章
を
つ
け
、
家
事
の
授
業
で
染
め
た
風
呂
敷

に
包
ん
だ
教
科
書
を
小
脇
に
正
常
歩
で
三
田

の
街
を
闊
歩
し
た
七
十
年
前
を
思
い
出
し
ま

す
。

　

も
う
二
十
年
も
前
の
事
で
す
が
、
電
車
の

中
で
私
の
前
に
た
っ
た
少
年
の
胸
に
あ
の
小

さ
な
黄
色
の
校
章
が
あ
り
つ
い
声
を
か
け
た

ら
「
僕
は
三
田
高
校
の
生
徒
で
す
。」
の
答

え
が
あ
り
思
わ
ず
「
私
も
昔
第
六
高
女
の
生

徒
で
そ
の
徽
章
を
つ
け
て
い
た
の
で
す
よ
」

と
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
今
三
田
高

校
男
子
諸
君
は
本
当
に
な
で
し
こ
の
校
章
を

つ
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、
共
学
の
経
験

の
な
い
米
寿
を
前
に
し
て
の
老
生
は
〝
な
で

し
こ　
　
　

〟
と
さ
わ
が
し
い
昨
今
ふ
と
思

う
こ
と
で
す
。
四
年
生
の
十
二
月
八
日
に
大

き
な
戦
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

吉
岡
　
澄
子
（
上
田
）

15
─
イ

東
北
ワ
カ
バ
会
に
出
席
し
て

　

仙
台
が
一
年
を
通
し
て
一
番
美
し
く
な
る

五
月
に
東
北
ワ
カ
バ
会
の
食
事
会
が
あ
り
ま

し
た
。
昨
年
は
３
・
11
の
為
に
会
は
見
送
ら

れ
ま
し
た
が
、
幹
事
さ
ん
が
東
北
在
住
の
会

員
の
安
否
確
認
を
し
て
下
さ
り
、
と
て
も
心

強
く
思
い
ま
し
た
。
今
年
は
二
年
振
り
、
出

席
者
九
名
で
皆
様
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
。

始
め
に

「
あ
の
時

ど
う
し
て

い
た
か
」

を
一
人
一

人
お
話
を

し
て
、
中

に
は
ご
実

家
が
津
波

の
被
害
に

あ
わ
れ
た

方
の
お
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
何
は
と
も
あ

れ
元
気
で
参
加
で
き
た
こ
と
を
喜
び
乾
杯
を

し
ま
し
た
。

　

仙
台
の
街
は
と
て
も
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

で
も
復
興
格
差
と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
、
仮

設
住
宅
に
い
る
方
が
未
だ
に
た
く
さ
ん
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
の
方
々
の
こ
と
を
思

う
と
胸
が
痛
み
ま
す
。「
３
・
11
を
決
し
て

忘
れ
な
い
」
と
い
う
言
葉
で
会
は
終
り
ま
し

た
。
年
代
の
隔
た
り
を
忘
れ
て
あ
っ
と
い
う

間
の
楽
し
い
三
時
間
で
し
た
。
次
回
は
他
県

か
ら
の
参
加
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

飯
塚
　
懭
子
（
水
野
）

10
─
２

後列右から二人目　筆者飯塚さん

平成 24 年 4 月 24 日実施
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私
は
、
５
月
に
行
わ
れ
た
三
田
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
第
21
回
定
期

演
奏
会
に
て
コ
ン
サ
ー
ト
ミ
ス
ト
レ
ス
と
し

て
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

演
奏
し
た
曲
目
で
、
ド
ボ
ル
ザ
ー
ク
交
響

曲
第
８
番
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
曲
に
は

私
の
ソ
ロ
演
奏
部
分
が
数
小
節
あ
り
ま
す
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
背
景
に
大
ホ
ー
ル
で
ソ
ロ

演
奏
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
貴
重
な
体
験

で
、
今
後
の
活
動
に
自
信
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
演
奏
会
に
は
高
校
時
代
の
友
人
は

勿
論
、
在
学
当
時
の
管
弦
楽
部
の
顧
問
の
鈴

木
美
智
子
先
生
が
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
る
こ

と
も
あ
り
、
音
楽
が
人
の
心
を
癒
す
だ
け
で

な
く
、
絆
を
も
深
め
る
貴
い
も
の
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
三
田
高
校
に
入
学
し
、
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
出
会
え
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
三
田
フ
ィ
ル
を
更
に
発
展
さ
せ
る

べ
く
活
動
し
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

「
コ
ン
サ
ー
ト
ミ
ス
ト
レ
ス
」
と
は
、第
１
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
の
女
性
奏
者
の
呼
称
。
男
性
の
場

合
は
、「
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
」
と
言
う
。

　

恒
例
の
昭
和
三
十
九
年
度
卒
業
生
同
期
会

「
三
九
会
」
を
、六
月
二
日
港
区
の
「
白
金
亭
」

で
開
催
し
ま
し
た
。
福
田
先
生
も
ご
参
加

く
だ
さ

り
、
遠

方
か
ら

初
め
て

と
い
う

方
も
含

め
総
勢

三
十
六

名
の
盛

会
と
な

り
ま
し

た
。
福

田
先
生

の
お
話
に
元
気
を
い
た
だ
き
、
近
況
報
告
で

皆
さ
ん
の
頑
張
り
に
励
ま
さ
れ
、
美
味
し
い

料
理
を
賞
味
し
て
、
暫
し
の
憩
い
の
時
を
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
毎
年
ご
参
加
い
た
だ

い
て
い
る
寺
尾
先
生
は
、
直
前
に
体
調
を
崩

さ
れ
残
念
な
が
ら
お
出
で
い
た
だ
け
ま
せ
ん

で
し
た
。「
三
九
会
」
は
、
数
人
の
男
子
が

大
学
卒
業
後
に
始
め
た
飲
み
会
か
ら
発
展
し

た
も
の
で
す
が
、
今
で
は
毎
年
男
女
合
せ
て

四
十
名
程
度
が
集
い
、
五
十
年
も
前
の
高
校

生
気
分
に
戻
っ
て
旧
交
を
温
め
て
い
ま
す
。

今
年
来
ら
れ
な
か
っ
た
方
も
、
ま
だ
一
度
も

参
加
さ
れ
て
な
い
方
も
、
来
年
ま
た
元
気
で

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

幹
事　

小
幡
・
倉
田
・
嶋　

　

同
期
生
が
「
古
希
」
を
迎
え
る
本
年
５
月

12
日
、
銀
座
「
ブ
オ
ー
ノ
ブ
オ
ー
ノ
」
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
還
暦
か
ら
始
め
た
同
期
会

は
２
０
１
１
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を

含
め
４
回
目
で
し
た
。

　

卒
業
し
て
52
年
、
そ
の
日
遠
く
は
沖
縄
、

大
阪
、
長
野
か
ら
、
45
名
が
集
い
ま
し
た
。

　

初
め
は
ぎ
こ
ち
な
い
戸
惑
い
の
表
情
も
あ

り
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ス
別
に
グ
ル
ー
プ
写
真

を
撮
り
だ
す
こ
ろ
に
は
思
い
が
け
な
い
青
春

の
シ
ー
ン
が
よ
み
が
え
り
ま
し
た
。
卒
業
時

１
０
０
名
の
男
性
は
15
名
出
席
。ラ
グ
ビ
ー
・

柔
道
・
弓
道
・

バ
レ
ー
と
体

育
会
系
で
し

た
。

　

終
了
後
、

幹
事
に
次
回

の
開
催
を
期

待
す
る
10
数

通
の
礼
状
が

送
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　
「
再
会
を
楽

し
む
に
は
時

が
た
ち
過
ぎ

た
」
と
い
う

欠
席
理
由
も
あ
り
ま
し
た
が
そ
ん
な
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
は
出
席
で
き
な

か
っ
た
み
な
さ
ん
、ま
た
集
ま
り
ま
し
ょ
う
。

そ
の
日
ま
で
、
み
ん
な
元
気
で
。

コ
ン
サ
ー
ト
ミ
ス
ト
レ
ス
初
ス
テ
ー
ジ
を
終
え
て

Ｓ
39
年
卒
生
同
期
会
（
三
九
会
）

三
田
高
13
回
生
（
Ｓ
36
年
卒
）
同
期
会

廣
瀬
　
武
意

13
─
５

倉
田
　
喜
弘

16
─
６

三
田
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

今
は
昔

　

卒
業
し
て
40
年
、
還
暦
を
目
前
に
し
、
７

月
７
日
に
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門
に
て
、

24
回
生
同
期
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
十

年
毎
に
開
催
し
て
い
る
同
期
会
で
す
が
、
当

日
は
同
期
生
１
２
０
名
と
先
生
方
５
名
に
御

参
加
い
た
だ
き
、
今
ま
で
会
え
な
か
っ
た
時

間
を
埋
め
る
よ
う
に
お
し
ゃ
べ
り
は
尽
き
る

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
日
は
在
学
中
の
写
真
を
大
き
な
ス
ク

リ
ー
ン
で
写
し
た
り
、
当
時
の
バ
ン
ド
で

歌
っ
た
り
、
同
期
の
プ
ロ
歌
手
の
歌
が
あ
っ

た
り
、
そ
れ
は
に
ぎ
や
か
な
会
と
な
り
ま
し

た
。
二
次
会
は
同
ホ
テ
ル
の
隣
室
で
、
移
動

が
ス
ム
ー
ズ
だ
っ
た
こ
と
と
、
着
席
形
式
で

楽
だ
っ
た
と
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
も
、
話
し
始
め
れ

ば
す
ぐ
に
高
校
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。

今
は
昔
、
当
時
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
び
合

い
、
先
生
方
の
変
わ
ら
な
い
優
し
さ
に
触
れ

た
素
晴
ら
し
い
会
で
し
た
。

吉
村
美
智
子
（
坪
井
）

24
─
６

安
間
　
尚
子
（
森
）

49
─
３
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な
つ
か
し
い
山
荘
で
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

が
思
い
出
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し
た
。（
今

回
ス
タ
ジ
オ 

サ
ー
ラ
ヴ
ェ
ル
デ
に
て
）
中

田
喜
直
氏
と
い
う
と
、
私
の
中
で
は
ピ
ア
ノ

の
曲
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

そ
れ
を
打
ち
砕
か
れ
る
べ
く
、
す
ば
ら
し
い

歌
曲
の
連
続
で
し
た
。
日
本
の
独
特
の
音
域

の
味
わ
い
を
肌
で
感
じ
つ
つ
、
ひ
と
つ
一
つ

の
言
葉
の
重
み
や
大
切
さ
、
深
み
を
、
歌
声

の
中
か
ら
く
み
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
い
つ
で
も
詩
の
内
容
を
伝
え
る
努
力
を
惜

し
ま
な
い
」
と
い
う
桐
生
先
生
の
力
強
い
お

話
に
、今
ま
で
の
歴
史
の
重
み
を
感
じ
つ
つ
、

た
ゆ
ま
ず
成
長
し
続
け
て
い
る
こ
の
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
と
桐
生
先
生
に
大
乾
杯
!!

お
顔
な
じ
み
の
若
葉
の
会
の
方
々
、
ワ
カ
バ

会
会
員
の
方
の
歌
声
に
加
え
、
金
子
め
ぐ
み

さ
ん
の
伴
奏
に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
の
交
流
会
で
、
歌
へ
、
学
校
へ
の

思
い
、
自
分
の
人
生
観
な
ど
語
り
つ
つ
、
楽

し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

（
平
成
二
十
四
年
六
月
十
七
日
実
施
）

歌
声
が
き
こ
え
て
き
ま
せ
ん
か
♬

西
上
原
節
子
（
三
輪
）

24
─
５

村
井
　
康
子
（
吉
岡
）

13
─
イ

ワ
カ
バ
会
行
事
に
参
加
し
て

　

白パ
イ

パ
ン
を
手
に
取
っ
た
瞬
間
八
十
九
歳
に

も
な
る
私
で
す
が
勝
利
を
確
信
し
て
心
が
浮

立
ち
ま
し
た
。
昨
年
は
東
日
本
大
震
災
の
為

二
年
振
り
と
な
っ
た
２
０
１
２
年
４
月
の
ワ

カ
バ
会
麻
雀
大

会
で
図
ら
ず
も

優
勝
さ
せ
て
戴

く
事
に
な
り
大

変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

　

加
齢
と
共
に

膝
は
痛
む
し

歩
行
も
困
難
に

な
っ
て
き
た
の

で
最
近
は
欠
席

が
ち
に
な
っ
て

居
り
ま
し
た
が

老
体
に
鞭
打
っ

て
出
場
し
た
の

は
や
は
り
ワ
カ
バ
会
と
麻
雀
が
大
好
き
だ
か

ら
で
し
た
。
思
い
返
せ
ば
中
村
様
が
こ
の
会

発
足
当
時
私
は
す
ぐ
入
会
さ
せ
て
戴
き
仲
良

し
の
石
井
好
子
さ
ん
に
も
声
を
か
け
た
も
の

で
す
。
彼
女
は
そ
の
頃
習
い
始
め
た
コ
ン
ト

ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ
が
む
づ
か
し
い
が
面
白
く

閑
も
な
い
し
と
の
事
で
断
念
し
ま
し
た
。
後

年
私
も
勧
め
ら
れ
ブ
リ
ッ
ジ
を
習
う
羽
目
に

な
り
ま
し
た
。
麻
雀
は
こ
の
年
で
も
出
来
ま

す
し
面
倒
見
の
よ
い
優
し
い
後
輩
の
皆
様
の

若
い
パ
ワ
ー
を
い
た
だ
け
る
幸
せ
を
身
に
沁

み
て
有
難
く
思
っ
て
居
り
ま
す
。

（
平
成
二
十
四
年
四
月
十
八
日
実
施
）

第
19
回
健
康
麻
雀
大
会
に
優
勝
出
来
て

　

会
報
「
わ
か
ば
」
で
コ
ン
ペ
が
あ
る
こ
と

は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
卒
業
し
て
か
ら
同

級
生
と
す
ら
な
か
な
か
会
う
機
会
が
な
い
た

め
同
窓
会
の
知
ら
な
い
先
輩
方
と
の
ゴ
ル
フ

に
参
加
す
る
こ
と
に
躊
躇
し
て
い
ま
し
た
。

　

仕
事
に
追
わ
れ
る
い
つ
も
な
が
ら
の
生
活

を
お
く
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
一
昨
年
の
平
成

22
年
５
月
に
32
回
生
を
含
め
た
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
が
あ
り
、
30
年
ぶ
り
に
同
級
生
と

会
う
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
有
志
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
開
設
し
連
絡
を
と
り
や
す
く
し
た
の

で
、頻
繁
に
集
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
親
睦
コ

ン
ペ
で
は
優
勝
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
同
窓
会
会

長
の
三
輪
田
真
さ

ん
、
田
中
英
男
さ
ん
の
３
人
で
の
ラ
ウ
ン
ド

で
し
た
。
こ
の
日
は
ニ
ア
ピ
ン
ホ
ー
ル
で
ナ

イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
が
出
て
し
ま
い
、
ニ
ア
ピ
ン

を
ふ
た
つ
と
も
取
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
私
事
で
す
が
船
橋
市
で
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
開
業
し
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
有
料

老
人
ホ
ー
ム
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

経
営
し
て
い
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
セ
ン

タ
ー
名
を「
ワ
カ
バ
会
」か
ら
拝
借
し
て「
○

○
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
わ
か
ば
」
と
名
付
け
て
い

ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w.kouseikai-gr.or.jp

　

私
は
三
田
高
校
を
卒
業
し
た
こ
と
を
誇
り

に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
積
極
的
に
同
窓

会
活
動
に
参
加
し
て
い
く
所
存
で
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
二
十
四
年
九
月
六
日
実
施
）

第
29
回
ワ
カ
バ
会
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
参
加
し
て

玉
元
　
弘
次

32
─
７

同窓会ギャラリー 2012 出品作一覧 素晴らしい作品をありがとうございました

─ 三田高第 57 回白珠祭出展　2012. 9. 15（土）・16（日）─ （回順、敬称略）

玉井　周子 （村上）（8 － 6）油絵
小粥　和子 （安江）（8 － 6）シルクスクリーン
片山　優子 （中山）（19 － 2）リングピロー、ワンピース
内田　真理 （小倉）（23 － 1）版画
湯口 千恵子（池田）（24 － 1）トールペイント
田澤　恵子 （吉村）（26 － 1）シャドーボックス
小幡　則子 （平田）（32 － 3）シャドーボックス
松原　幹子 （富塚）（38 － 8）プリザーブドフラワー

西脇　房枝 （小島）（15 －エ）編物
遠藤　公子 （3 － 5）ステンドグラス
福田　幸子 （桜井） （4 － 3）写真
浜中 喜代子 （高岡） （4 － 4）パッチワークキルト
香河　郁世 （田中） （4 － 4）編物（セーター）
伊東　玲子 （古市） （4 － 6）スケッチ
中村 左都子（本多慈子）（7 － 2）猫コレクション
中垣　俊二 （8 － 2）水彩画
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情報ひろば
【第10回　シャドーボックス講座】

同じカードを4 ～ 5 枚使い、カットして重ね立体
的な作品に仕上げます。今回は、従来のシャドー
ボックスの作品より簡単な、どなたでも出来るク
リスマスグッズを作成します。

　期日：2012年11月15日（木）13：00 ～16：00
　場所 : 三田高校内
　講師：田澤恵子（吉村）（26－1）
　会費：3,800円（茶菓子代・材料費込）
　申込締切：2012年11月8日（木）　　定員15 名
【第 2回　アロマテラピー講座　～ハーブティー編～】

予防医学で注目を集めるハーブティーをたっぷり
試飲していただき、その凄さをお伝えします。
カラダに優しいハーブティーで美容と健康を維持
しましょう！

　期日：2013 年 2月7日（木）　13：30 ～15：00
　場所：三田高校内
　講師：関由希子（44−3）
　会費：3,500 円（材料費等）
　申込締切：2013年１月31日（木）　定員 20 名
【第1回　陽春に湘南の東端「三浦三崎」を訪ねて

　湘南散歩～学んで食べて友人作り～】
　期日：2013 年 3月12日（火）
　時間：午前 11 時集合～午後 4 時解散
　集合場所：京浜急行　三崎口駅
　訪ねる所：県立城ケ島公園、白秋記念館、
　　　　　  城ケ島灯台　他
　講師：NHK 文化センター講師　中村　實先生
　申込締切：2013 年 2月28日（木）定員25 名
【第 20 回　健康麻雀大会】

早いもので、年 1 回行ってきたワカバ会大会も
20 年目を迎えます。脳の活性化と友人作り目的
の健康麻雀は知的室内ゲームです。参加者は女
性が 70％です。興味のある方々は友人と一緒に
ご参加ください。

　期日：2013 年 4月24日（水）　9：45 ～16：45
　場所：六本木たつみ（Tel 03－3401－9941）
　　　　港区六本木 5－1－2　ニュー後藤ビル２Ｆ
　講師：日本健康麻雀レッスンプロ　柴崎健司先生
　会費：4,500 円（会場費、昼食代、賞品他）
　申込締切：2013 年 4月10日（水）定員32 名
　申込先：ワカバ会事務局または

中村左都子（7－2）（03－3481－ 0823）まで

◆三田フィルハーモニーオーケストラ第22回定期演奏会
日時：2013 年 6月2日（日）13:15 開場 /14:00 開演（予定）
会場：大田区民ホールアプリコ（大ホール）

（JR 蒲田駅東口徒歩３分）
　　　　入場無料・全席自由
曲目：チャイコフスキー／交響曲第４番　ほか
指揮：岡田友弘
皆様のご来場を団員一同心からお待ちしております。
＜メンバー募集中！＞高校在学時のクラブは問いません。
　詳細は、http://www.mitapo.net/ へ！

◆新刊紹介
　『作家になったプリンセス－マルト・ビベスコの生涯』
　著者：佐野満里子（黒田）（10－６）　　
　発行：KKボイジャー　定価：840 円
　ルーマニアに生まれ、英仏独社交界の花として貴族・
文人・政治家との会話を盛り上げ、著書 30 冊余のプリ
ンセス・ビベスコ。二度の大戦で戦場になった祖国から
一度は追放され、最後に亡命した女性の知恵と勇気を
ご紹介したく思います。パソコンやタブレットで読める
電子本です。（上記タイトル、又はbinb-store.com 検索
で百年前に描かれた美しい肖像画が見られます）

◆新刊紹介
　『喪われたレーモンド建築

─東京女子大学東寮・体育館』　　　
　編著：東京女子大学レーモンド建築　東寮・体育館

を活かす会　　　発行：工作舎
　定価：2,520 円　資料集 CD-ROM 付
　A・レーモンドの最初期の作品にして、新渡戸稲造、
A・K・ライシャワーたちの建学精神の結晶でもあった 2
棟の建築物。この世界的文化遺産が、なぜ解体されね
ばならないのか?　素朴な問いを発し続け、保存を願っ
た活動の全記録。
　編著者に、石川真穂（木村）（19 －３）と永井桃子（37
－２）を含む。

◆合唱部員募集
　総会の折、校歌演奏、及びミニコンサート出演等の
合唱部員を募集します。ご希望の方は、来る来年一月
末日迄に、ワカバ会事務局迄、ご登録下さい。因に総
会は５月、ミニコンサートは、６月16日（日）午後、大
中恩作品です。費用は、その都度実費を頂戴致します。
ソロ演奏なさり度い方も合わせて、ご連絡下さい。

企画委員　桐生郁子（4－1）

ワカバ会行事のご案内
ま だ ま だ ご 参 加 い た だ け ま す

☆お申込は、ワカバ会事務局へ
　℡、Fax、メールにてお願いいたします



評
議
員
会
（
24
・
5
・
12　

２
時
～
）

評
議
員
数
47
名
。
出
席
者
17
名
、
委

任
状
22
名　

合
計
39
名
（
過
半
数
）。

平
成
23
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告

と
平
成
24
年
度
事
業
計
画
・
予
算
案

が
承
認
さ
れ
、
新
会
長
、
新
副
会
長

及
び
新
監
事
の
紹
介
と
新
公
益
法
人

制
度
移
行
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ

た
。 評

議
員
会
報
告

評
議
員
会
報
告
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総
会
報
告

総
会
報
告

　

平
成
二
十
四
年
度
ワ
カ
バ
会
総
会
は
、
五

月
二
十
日
（
日
）
十
二
時
よ
り
十
三
時
二
十

分
ま
で
母
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た
。
出
席

は
、
会
員
百
八
十
一
名
に
客
員
十
四
名
。

　

三
輪
田
新
会
長
は
、
新
公
益
法
人
移
行
の

準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ワ
カ
バ
会
も
少

し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て
い
る
が
今
後
も
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
と
挨
拶
。

　

名
誉
会
長
及
川
良
一
三
田
高
校
校
長
は
、

ワ
カ
バ
会
か
ら
奨
学
金
を
援
助
し
て
い
た
だ

い
た
被
災
地
福
島
か
ら
の
転
入
生
四
名
が
無

事
卒
業
し
た
こ
と
と
、
近
年
三
田
高
校
の
入

試
倍
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
旨
の
ご
報
告
。

降
幡
副
校
長
か
ら
は
教
職
員
の
異
動
が
報
告

さ
れ
た
。

　

議
事
に
入
り
、
平
山
理
事
か
ら
平
成
23
年

度
事
業
報
告
と
決
算
報
告
が
あ
り
、
杉
本
監

事
の
監
査
報
告
の
後
、
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
た
。
次
に
、
平
成
24
年
度
事
業
計
画
案
と

予
算
案
に
つ
い
て
、
公
益
法
人
移
行
申
請
に

伴
い
、
秋
に
予
定
し
て
い
る
臨
時
総
会
の
告

知
の
郵
送
費
を
計
上
し
て
い
る
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。
質
疑
応
答
の
後
、
全
員
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

　

次
に
新
会
長
、
新
副
会
長
及
び
新
監
事
の

紹
介
が
あ
り
、
新
公
益
法
人
制
度
移
行
に
つ

い
て
、
こ
れ
は
、
昭
和
十
一
年
に
社
団
法
人

と
し
て
発
足
以
来
の
大
変
革
で
あ
り
、
現
在

申
請
の
準
備
中
で
、秋
ご
ろ
に
は
評
議
員
会
、

臨
時
総
会
を
開
催
の
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
軽
井
沢
ワ
カ
バ
山
荘
の
売
却
は
一
般

社
団
法
人
に
移
行
し
て
か
ら
と
平
山
理
事
か

ら
の
報
告
あ
り
。

　

な
お
、総
会
の
議
事
録
は
、ワ
カ
バ
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
、
ま

た
今
も
っ
て
不
自
由
を
強
い
ら
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
で
、
被
災
し
た
転
入
生
へ
の
援
助
等
、

ワ
カ
バ
会
に
は
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
度
、
都
の
被
災
地
派
遣
事
業
に
よ
り
、

本
校
の
猪
原
令
子
主
任
教
諭
が
宮
城
県
農
業

高
等
学
校
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ご
縁

で
、
今
年
度
の
白
珠
祭
に
同
校
の
生
徒
に
御

来
校
い
た
だ
き
ま
し
た
。
復
興
太
鼓
の
披
露
、

学
校
で
津
波
を
体
験
し
た
３
年
生
に
よ
る
発

表
、
ユ
ネ
ス
コ
バ
ザ
ー
で
の
製
品
の
ジ
ャ
ム

な
ど
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
改
め
て
被
害

の
大
き
さ
、
同
校
の
生
徒
や
先
生
方
の
御
苦

労
や
前
向
な
姿
勢
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

中
で
も
最
も
重
く
響
い
た
の
が
、
当
た
り
前

の
こ
と
を
当
た
り
前
に
で
き
な
く
な
る
大
変

さ
で
す
。
学
校
が
再
開
し
て
も
、
学
科
ご
と

別
々
に
施
設
の
あ
る
異
な
る
学
校
に
バ
ス
で

移
動
す
る
、
そ
の
バ
ス
の
中
で
英
語
の
授
業

を
行
う
な
ど
、
通
常
で
は
考
え
も
つ
か
な
い

状
況
下
、
で
も
一
歩
ず
つ
前
進
す
る
、
逆
に

当
た
り
前
の
こ
と
が
当
た
り
前
に
で
き
る
幸

せ
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

交
流
実
現
に
は
、
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
で
あ

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
先
輩
方
が
築
か
れ
て
き

た
伝
統
の
力
も
大
き
い
も
の
で
し
た
。
そ
の

あ
り
が
た
さ
も
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
の
ワ
カ
バ
会
丸
山
記

念
奨
学
金
は
、
５
月
に
在
校
生
か
ら

希
望
者
を
募
集
、
６
月
の
理
事
会
で
、

３
年
生
３
人
、
１
年
生
２
人
の
計
５

名
の
応
募
者
を
書
類
選
考
し
、
全
員

を
採
用
し
た
。
７
月
に
４
月
か
ら
９

月
の
半
年
分
一
人
各
３
万
円
を
本
人

に
給
付
し
た
。
残
り
は
１
月
に
給
付

す
る
。
予
算
上
、
若
干
名
の
余
裕
が

あ
る
の
で
、
引
き
続
き
、
奨
学
金
給

付
を
希
望
す
る
在
校
生
に
は
学
校
長

経
由
で
申
請
を
受
け
付
け
る
。

　

ワ
カ
バ
会
が
一
般
社
団
法
人
に

な
っ
た
あ
と
も
、
公
益
事
業
の
柱
と

な
る
奨
学
金
制
度
な
の
で
、
さ
ら
に

拡
充
さ
せ
る
予
定
。
皆
様
の
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

副
校
長
　
降
幡
　
高
志

学
校
だ
よ
り

理
事
会
報
告

理
事
会
報
告

　
　
平
成
二
十
三
年
六
月
か
ら

平
成
二
十
四
年
四
月

第
一
回
（
23
・
６
・
22　

６
時
～
８
時
30
分
）

各
委
員
会
報
告
、
東
日
本
大
震
災
支
援
金

の
分
配
に
つ
い
て
、
奨
学
金
希
望
者
選
考

第
二
回
（
23
・
９
・
27　

６
時
～
８
時
20
分
）

各
委
員
会
報
告
、
公
益
法
人
制
度
改
革
移

行
委
員
会
議
事
報
告
、
東
日
本
大
震
災
支

援
金
の
件

第
三
回
（
23
・
11
・
27　

６
時
～
７
時
30
分
）

各
委
員
会
報
告
、
公
益
法
人
制
度
改
革
移

行
委
員
会
議
事
経
過
及
び
今
後
の
方

向
に
つ
い
て
、
会
長
辞
任
に
伴
う
新

会
長
選
任
の
件

第
四
回
（
24
・
１
・
24　

５
時
～
６
時
）

各
委
員
会
報
告
、
平
成
24
年
度
評
議

員
会
・
総
会
に
つ
い
て
、
公
益
法
人

制
度
移
行
に
つ
い
て
、
会
長
辞
任
に

伴
う
新
会
長
選
任
の
件
、
三
田
高
校

90
周
年
記
念
式
典
へ
の
協
力
支
援
に

つ
い
て

第
五
回
（
24
・
３
・
22　

６
時
～
８
時
）

各
委
員
会
報
告
、
24
年
度
予
算
・
活

動
計
画
に
つ
い
て
、
山
荘
売
却
仮
契

約
締
結
に
つ
い
て
、
三
田
高
校
90
周

年
記
念
行
事
に
対
す
る
寄
付
に
つ
い

て
、
新
会
長
、
副
会
長
の
選
任
に
つ

い
て

第
六
回
（
24
・
４
・
26　

６
時
～
８
時
）

各
委
員
会
報
告
、
23
年
度
決
算
報
告
・

事
業
報
告
及
び
24
年
度
予
算
案
・
活

動
計
画
に
つ
い
て
、
24
年
度
評
議
員

会
、
総
会
に
つ
い
て

今
年
度
の
丸
山
記
念
奨
学
金

白
珠
祭
で
の
被
災
校
と
の
交
流

◎
五
名
の
在
校
生
に
給
付
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委
員
会
報
告

委
員
会
報
告

総
務
委
員
会

　

本
年
度
の
ワ
カ
バ
会
総
会
は
、
母
校
で
５

月
20
日
（
日
）
に
行
わ
れ
、
無
事
終
了
し
ま

し
た
。
特
に
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
該
当
学

年
の
方
々
が
多
数
参
加
さ
れ
、盛
会
で
し
た
。

　

ワ
カ
バ
会
事
務
局
は
、
複
数
の
会
員
が
、

多
岐
に
わ
た
る
仕
事
に
熱
心
に
携
わ
っ
て
お

り
ま
す
。
９
月
か
ら
は
新
た
な
事
務
局
員
が

一
名
加
わ
り
ま
し
た
。
ご
意
見
等
、
事
務
局

を
通
じ
て
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
年
）
四
月
に

入
学
し
た
と
た
ん
、
十
日
に
今
上
天
皇
と
美

智
子
さ
ま
の
ご
成
婚
式
で
祭
日
に
。
あ
れ
か

ら
五
十
三
年
。
前
年
十
二
月
に
東
京
タ
ワ
ー

が
完
成
。
今
年
六
月
に
は
東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
。

　

六
月
二
十
五
日
、
後
楽
園
球
場
の
天
覧
試

合
（
昭
和
天
皇
）
で
、長
嶋
が
サ
ヨ
ナ
ラ
ホ
ー

ム
ラ
ン
を
打
つ
。
一
方
、
日
比
谷
野
外
音
楽

堂
で
は
、
二
万
人
の
安
保
改
訂
阻
止
の
集
会

と
デ
モ
が
。
翌
六
〇
年
六
月
十
五
日
、
樺
さ

ん
の
死
亡
時
刻
に
は
、
文
化
祭
の
準
備
の
た

め
学
内
に
。
世
情
は
、「
安
保
」
一
色
。

　

六
二
年
卒
業
の
頃
に
は
、
岸
内
閣
か
ら
池

田
内
閣
に
移
り
、

所
得
倍
増
計
画

の
も
と
に
六
四

年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
へ
と

突
き
進
ん
で
い

ま
し
た
。「
Ａ
Ｌ

Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
三
丁

目
の
夕
日
」
を

地
で
行
く
、
日

常
風
景
が
通
学

を
通
し
て
み
ら

れ
ま
し
た
。
旧

校
舎
の
屋
上
か

ら
、東
京
タ
ワ
ー

を
バ
ッ
ク
に
し

て
撮
っ
た
写
真

が
手
許
に
あ
り

ま
す
。

委
員
長　

鈴
木
美
智
子
（
９
─
３
）

竹
内　

和
世
（
５
─
４
）

内
堀
り
え
子
（
24
─
１
）

平
山　

孔
嗣
（
29
─
２
）

　

入
会
金
、
維
持
会
費
、
駐
車
場
経
営
が
ワ

カ
バ
会
の
収
入
の
柱
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

低
金
利
も
定
着
し
、
手
堅
い
運
用
方
法
し
か

認
め
ら
れ
て
い
な
い
本
会
で
は
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
重
要
な
部
分
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
、
新
公
益
法
人

制
度
に
移
行
へ
の
過
渡
期
に
お
き
ま
し
て
、

移
行
経
費
等
の
発
生
、
学
校
記
念
事
業
へ
の

協
力
な
ど
通
年
と
は
異
な
る
予
算
執
行
も

お
陰
様
で
何
か
と
滞
り
な
く
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ワ
カ
バ
会
発
足
以
来
の
「
卒
業
生
は
母
校

と
と
も
に
発
展
す
る
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
会
務

を
遂
行
す
る
た
め
に
も
一
層
の
ご
協
力
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
計
委
員
会

　

会
計
委
員
会
は
、
事
務
局
の
出
納
、
帳
簿

記
帳
、
予
算
、
決
算
な
ど
の
会
計
業
務
に
関

す
る
こ
と
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
日
頃
は

維
持
会
費
納
入
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

委
員
長　

茨
木　

万
理
（
19
─
エ
）

片
山　

優
子
（
19
─
２
）

上
田
み
つ
子
（
28
─
５
）

平
山　

孔
嗣
（
29
─
２
）

事
業
運
営
委
員
会

　

閉
鎖
中
の
軽
井
沢
山
荘
は
、
当
初
本
年
中

の
売
却
を
目
論
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
ワ
カ

バ
会
の
一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行
の
認
可
を

受
け
た
以
降
が
妥
当
と
の
指
導
を
受
け
た
た

め
、
来
年
春
頃
の
売
却
と
な
る
予
定
で
す
。

　

大
田
区
鵜
の
木
の
駐
車
場
（
28
台
）
は
車

離
れ
の
影
響
を
受
け
、
残
念
な
が
ら
、
11
台

分
が
空
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。

委
員
長　

山
口
謙
一
郎
（
８
─
１
）

竹
内　

和
世
（
５
─
４
）

西
上
原
節
子
（
24
─
５
）

パ
ソ
コ
ン
委
員
会

　

本
委
員
会
は
、
会
員
の
皆
様
の
大
切
な
情

報
管
理
、
事
務
効
率
化
及
び
貴
重
な
歴
史
的

資
料
の
デ
ジ
タ
ル
保
存
化
の
た
め
に
、
活
動

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運

営
に
お
き
ま
し
て
は
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報

発
信
と
会
員
の
皆
様
と
の
相
互
連
携
の
ツ
ー

ル
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
会
員
情
報
は
、
外
部
と
遮
断
さ
れ
た
シ

ス
テ
ム
の
中
で
遺
漏
な
き
よ
う
管
理
し
て
お

り
ま
す
が
、
ク
ラ
ス
会
、
同
期
会
の
際
に
は
、

お
手
伝
い
も
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。委

員
長　

平
山　

孔
嗣
（
29
─
２
）

田
中　
　

浩
（
32
─
５
）

タ
ワ
ー
か
ら
ツ
リ
ー
へ

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
参
加
し
て
〜
追
想

植
田
　
誠

14
─
７

広
報
委
員
会

　

わ
か
ば
71
号
と
72
号
を
発
行
し
ま
し
た
。

72
号
は
一
般
社
団
法
人
移
行
に
伴
う
臨
時
総

会
の
件
を
特
集
い
た
し
ま
し
た
。

委
員
長　

田
中　
　

浩
（
32
─
５
）

田
村　

和
子
（
10
─
５
）

津
田　

一
哉
（
32
─
８
）

委
員
長　

中
村
左
都
子
（
７
─
２
）

桐
生　

郁
子
（
４
─
１
）

宇
野　

修
平
（
８
─
２
）

企
画
委
員
会

　

企
画
委
員
会
で
は
、
毎
年
ワ
カ
バ
会
員
の

皆
さ
ん
が
、
安
心
し
て
一
人
で
も
気
軽
に
ご

参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
な
行
事
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
多
様
な
行
事
を
揃
え
ま

し
た
。

①
第
19
回
健
康
麻
雀
大
会（
４
月
18
日
実
施
）

②
第
８
回
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト（６

月
17
日
実
施
）

③
第
29
回
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

（
９
月
６
日
実
施
）

④
第
９
回
同
窓
会
ギ
ャ
ラ
リ
ー
白
珠
祭
出
展

（
９
月
15
・
16
日
）

⑤
第
２
回
蒲
田
切
子
体
験
講
座

（
９
月
30
日
実
施
）

⑥
第
７
回
お
祭
り
と
の
ふ
れ
あ
い

（
10
月
18
日
実
施
）

⑦
第
10
回
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
講
座

（
11
月
15
日
実
施
予
定
）

⑧
第
２
回
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
講
座

（
25
年
２
月
７
日
実
施
予
定
）

⑨
第
１
回
陽
春
に
湘
南
の
東
端「
三
浦
三
崎
」

を
訪
ね
て　
　
（
25
年
３
月
12
日
実
施
予
定
）

　

来
年
度
も
楽
し
い
企
画
が
目
白
押
し
で

す
。
ど
う
か
、ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
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平成 23年度決算・平成 24 年度予算
自平成 23 年 4 月 1 日～至平成 24 年 3 月 31 日 平成 24 年 3 月 31 日

科　　　　　　目 平成 23 年度予算額 平成 23 年度決算額 平成 24 年度予算額
収入の部
1. 基本財産運用収入

基 本 財 産 利 息 収 入 2 0 0 , 0 0 0 6 3 , 8 6 9 6 0 , 0 0 0
2. 会費・入会金収入

入 会 金 収 入 1 , 3 2 0 , 0 0 0 1 , 3 2 0 , 0 0 0 1 , 3 6 5 , 0 0 0
維 持 会 費 収 入 8 , 2 0 0 , 0 0 0 8 , 0 8 7 , 0 0 0 7 , 6 0 0 , 0 0 0

3. 事業収入 　
総 会 会 費 収 入 4 0 0 , 0 0 0 2 7 6 , 0 0 0 3 0 0 , 0 0 0
商 品 売 上 収 入 2 5 0 , 0 0 0 7 1 , 2 4 0 1 0 0 , 0 0 0

4. 寄付金収入
寄 付 金 収 入 3 0 0 , 0 0 0 2 , 7 5 2 , 3 5 5 3 0 0 , 0 0 0
支 援 金 収 入 5 0 5 , 0 0 0

5. 雑収入
受 取 利 息 収 入 2 , 0 0 0 1 , 9 9 6 1 , 5 0 0
雑    収    入 2 0 , 0 0 0 4 6 , 5 6 0 3 0 , 0 0 0

6. 特定預金取崩収入
記 念 事 業 積 立 金 取 崩 収 入
山 荘 積 立 金 取 崩 収 入

7. 繰入金収入
駐 車 場 会 計 繰 入 金 収 入 2 , 8 0 0 , 0 0 0 3 , 3 3 2 , 1 9 7 3 , 0 0 0 , 0 0 0
当期収入合計　　　　　（A） 1 3 , 4 9 2 , 0 0 0 1 6 , 4 5 6 , 2 1 7 1 2 , 7 5 6 , 5 0 0
前期繰越収支差額 2 , 3 1 1 , 3 6 6 2 , 3 1 1 , 3 6 6 5 , 6 8 2 , 4 9 5
収入合計　　  　　　　 （B） 1 5 , 8 0 3 , 3 6 6 1 8 , 7 6 7 , 5 8 3 1 8 , 4 3 8 , 9 9 5

支出の部
1. 事業費

総 会 費 1 , 5 0 0 , 0 0 0 1 , 2 8 3 , 1 0 6 3 , 3 6 0 , 0 0 0
会 報 発 行 費 3 , 3 0 0 , 0 0 0 3 , 2 3 3 , 6 3 6 3 , 3 0 0 , 0 0 0
山 荘 維 持 費 9 0 0 , 0 0 0 9 4 2 , 3 7 3 9 0 0 , 0 0 0
行 事 費 3 0 0 , 0 0 0 2 2 6 , 1 2 1 2 4 0 , 0 0 0
周 年 記 念 事 業 費 0
新 制 度 移 行 準 備 費 1 0 0 , 0 0 0 5 2 , 1 7 0 1 , 5 7 5 , 0 0 0
商 品 企 画 費 2 0 0 , 0 0 0 1 4 , 7 6 0 8 0 , 0 0 0
奨 学 金 支 出 6 0 0 , 0 0 0 1 4 8 , 6 0 0 4 8 0 , 0 0 0
支 援 金 寄 付 5 0 5 , 0 0 0

2. 管理費
給 与 手 当 3 , 2 4 2 , 0 0 0 3 , 4 5 2 , 5 4 4 3 , 5 0 0 , 0 0 0
旅 費 交 通 費 3 0 0 , 0 0 0 1 2 7 , 2 0 0 1 3 0 , 0 0 0
通 勤 費 4 0 0 , 0 0 0 5 0 3 , 7 0 0 4 5 0 , 0 0 0
消 耗 品 費 1 0 0 , 0 0 0 9 4 , 7 3 3 1 0 0 , 0 0 0
通 信 運 搬 費 2 2 0 , 0 0 0 2 1 4 , 2 7 3 2 1 0 , 0 0 0
印 刷 製 本 費 2 2 0 , 0 0 0 2 3 9 , 4 0 0 2 2 0 , 0 0 0
会 費 徴 収 費 4 5 0 , 0 0 0 4 3 1 , 4 0 0 4 3 0 , 0 0 0
情 報 管 理 費 8 6 0 , 0 0 0 1 , 1 9 0 , 6 3 2 8 6 0 , 0 0 0
会 議 費 3 0 0 , 0 0 0 2 9 4 , 0 6 0 3 0 0 , 0 0 0
交 際 費 5 0 , 0 0 0
雑 費 1 0 0 , 0 0 0 1 3 1 , 3 8 0 1 0 0 , 0 0 0

3. 固定資産取得支出
什 器 備 品 費 1 0 0 , 0 0 0 0 1 0 0 , 0 0 0

4. 貸付支出
貸 付 支 出 0

5. 予備費支出
予 備 費 2 5 0 , 0 0 0 0 2 0 0 , 0 0 0
当期支出合計 　　　　　  （C） 1 3 , 4 9 2 , 0 0 0 1 3 , 0 8 5 , 0 8 8 1 6 , 5 3 5 , 0 0 0
当期収支差額　　　（A）−（C） 0 3 , 3 7 1 , 1 2 9 △ 3 , 7 7 8 , 5 0 0
当期繰越収支差額　（B）−（C） 2 , 3 1 1 , 3 6 6 5 , 6 8 2 , 4 9 5 1 , 9 0 3 , 9 9 5

（単位：円）



前列左から三人目 秋山先生（右隣が筆者）

わ か ば 平成24（2012）年 11月１日発行第 72 号（15）

追悼 謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 （敬称略）
卒業回・組 逝去年月

秋山　初枝
佐々木　路子
室　ゆかり
杉山　リン
杉山　孝
高澤　龍雄
杉本　よしえ
黒田　菊重
伊藤　その
百溪　トモ
津田　末子
角田　壬子
門馬　ユキ
井原　八重子
若松　紀志子
三矢　斐
諏訪　アヤ子
森　美恵子
佐伯　芳子
坂井　澄江
根本　はる子
重松　静
関　つる子
小川　啓子
伊藤　初子
南部　むめ子
大田　八重
設楽　淑子
長谷川　美代子
高橋　欽子
野村　キミ子
飯田　秀代子
渡辺　美与子
片山　公子
谷村　恭子
小川　ちゑ

（大口）

（田村）

（武田）
（森山）
（谷口）
（玉井）
（樹下）
（戸沢）
（菅野）
（永山）

（肥田）

（手島）
（松下）
（塚原）

（下田）
（小倉）
（巻島）
（佐野）
（松宮）
（今井）
（坂倉）
（吉田）
（斎藤）
（伊藤）

旧職員（第六1-Ｄ）
旧職員　
旧職員　
旧職員　
旧職員　
旧職員　

〈第六〉１−Ａ
１−Ｅ
２−Ｂ
２−Ｂ
２−Ｃ
２−Ｃ
６−イ
６−ウ
６−エ
６−エ
６−オ
７−イ
７−エ
７−オ
７−オ
８−ア
８−イ
８−ウ
８−エ
８−エ
９−エ
10 −イ
10 −ウ
10 −オ
11 −ア
11 −エ
12 −オ
13 −イ
14 −イ
14 −エ

平成24. 2
24. 4
24. 8
23.12
24. 2
23. 6
24. 1
23. 7
24. 1
20. 4
23. 1
24. 4
23. 9
24. 7
24. 4
不明　

平成24. 4
24. 7
24. 1
23. 1
24. 4
22 　
24. 4
24. 9
17 　
20. 2
23. 6
24. 5
24. 8
24. 3
23. 6
23. 6
24. 7
23. 4
23. 7
23. 5

熊崎　三芳
山口　孝子
岡村　節子
伊藤　幸江
岩間　やす
吉岡　和子
ﾏｯｷﾝｽﾄﾘｰ 千枝子
伊東　和子
毛利　順子
阿部　とし子
小野　祁久子
市川　静代
大坪　宜子
羽田野　道子
藤井　婦差子
上原　幸子
斎藤　淳子
村瀬　広子
有馬　久恵
大沢　みつぎ
長岡　茂子
土井　芙美子
原　正士
福島　由紀子
森　タカエ
寺井　美奈子
牧野　紀美子
山中　啓史
小川　睦明
佐々木　満
萩野　靖乃
神山　英昭
小林　ノブ子
松原　輝男
岡田　幸正
鈴木　えみ

（熊崎）
（山口）
（佐藤）
（中野）

（山田）
（高木）
（成田）

（吉富）
（佐野）
（北山）
（谷口）
（滝本）
（大石）
（留岡）
（小林）
（辻）

（福地）
（辻）
（持田）

（福島）
（大島）

（原田）

（下條）

14 −オ
15 −エ
16 −エ
17 −ア
17 −オ
18S ア
18S オ
18S オ
18S オ
18 −イ
18 −ウ
18 −エ
19 −オ
20 −ア
22 −エ
22 −エ
23 −４

〈三田〉２−２
２−３
２−３
４−７
５−４
５−６
６−２
６−７
７−７
７−７
８−２
８−３
８−３
８−４
９−６
10 −２
12 −６
14 −３
31 −２

23. 3
24. 5
23. 5
23. 6
23. 3
14. 6
24. 4
22. 6
19. 3

昭和63.12
平成24. 7

23. 7
23. 9
22. 4
22. 5
24. 1
24. 2
23.10
23. 6
24. 4
24. 5
23.10
17. 8
23. 7
23.10
23. 9
24. 5
24. 2
21 　
24. 1
24. 4
23.10
23. 1
24. 1
24. 4
24. 1

卒業回・組 逝去年月

宮
井
多
恵
子
（
伊
藤
）

４
─
２

秋
山
先
生
を
偲
ん
で

追
悼

　

こ
の
度
は
思
い
が
け
ず
秋
山
先
生
の
訃
報
に
接
し
驚
き
ま

し
た
。
御
高
齢
と
は
い
え
私
達
の
大
好
き
な
大
切
な
先
生
と

し
て
お
元
気
で
居
ら
れ
る
こ
と
と
信
じ
て
お
り
ま
し
た
。
本

当
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

家
庭
科
の
担
任
で
い
ら
し
た
先
生
か
ら
は
栄
養
学
は
勿
論

の
事
、
料
理
の
基
礎
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
高
校
の
終
り
に
は
学
校
の
洋
食
器
一
式
を
使
っ
て
、

ク
ラ
ス
を
二
分
し
客
側
と
接
客
側
に
分
か
れ
て
洋
食
の
マ

ナ
ー
を
学
び
ま
し
た
。
今
思
う
と
戦
後
の
ま
だ
世
の
中
が
落

着
い
て
い
な
い
頃
に
、
心
豊
か
な
教
育
を
受
け
幸
せ
だ
っ
た

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
友
人
と
デ
パ
ー
ト
に
行
っ
た
折
、

食
堂
の
前
の
メ
ニ
ュ
ー
の
見
本
を
見
て
「
こ
の
ポ
タ
ー
ジ
ュ

ス
ー
プ
に
ク
ル
ト
ン
を
浮
か
せ
て
い
な
い
わ
」
と
云
い
デ

パ
ー
ト
の
人
に
驚
か
れ
た
こ
と
も
思
い
出
の
一
つ
で
す
。

　

満
州
か
ら
引
揚
げ
た
私
は
、
中
学
一
年
の
三
学
期
に
編
入

試
験
を
受
け
第
六
に
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
英

語
を
何
も
知
ら
な
か
っ
た
私

は
、
二
学
期
分
を
追
い
つ
く
の

に
必
死
で
一
年
の
三
学
期
は
私

に
と
っ
て
灰
色
の
時
代
で
し

た
。

　

二
年
に
な
り
秋
山
先
生
の
担

任
に
な
っ
て
明
る
く
優
し
い
先

生
に
接
し
た
時
、
私
の
心
は
明

る
い
バ
ラ
色
に
変
化
し
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
秋
山
先
生
の
許

で
高
校
卒
業
ま
で
公
私
共
に
お

世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
先
生
の
御
冥
福
を

心
よ
り
祈
り
上
げ
ま
す
。
合
掌



ベージュ ピンク 薄紫

からし色 桜色 青紫

オレンジ ワイン色 紫
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編集後記

御寄付御礼

♣三田 4 － 6　伊東（古市）玲子様より	 　10,000 円

♣三田 7 － 3　一同様より	 　5,100 円

♣三田 8 － 6　玉井（村上）周子様より	 　10,000 円

♣匿名希望の方より	 10,000 円

──以上のご寄付をいただきました。会の運営のために
使わせていただきます。ありがとうございました。

事務局だより

◆事務局では、皆様のプライバシーを守るため、名
簿の申し込みや問い合わせに対しては、慎重に対応
しております。
　クラス会や同期会開催時に、幹事の方へ有料で名簿、
宛名ラベルを提供しております。ご利用の際は、事務局
に用意している申込書にご記入の上、お申込みください。
なお申込書はホームページよりダウンロードしてお使い
いただけます。

◆今年 4 月に 1 名の事務局員が退職しましたが、	
9 月からは新たに 1 名が加わりました。
　7 名でのローテーション体制は変わりませんが、
新メンバーで新生ワカバ会にむけて業務を遂行して
まいります。

ワカバ会駐車場
　ワカバ会は、大田区鵜の木に 28 台駐車可能な月極
駐車場を所有しています。月々の駐車料は皆様からの
維持会費同様、ワカバ会の貴重な財源として有効に使
わせていただいております。しかし、現在 11台分の空
きがある状態です。お近くにお住まいの方、ぜひご利
用ください。また、お知り合いの方をご紹介いただけ
れば幸いです。
　短期のご契約も歓迎です。駐車料金は一ヶ月25,000 円
です。その他お問い合わせはワカバ会事務局までご連
絡ください。
　　所在地：大田区鵜の木３－32－10

♠今回は一般社団法人へ移行するための 12 月の臨時
総会を特集しました。12 月 2 日（日）に母校で行わ
れますが、参加できない方も必ず委任状をお忘れな
きようにお願いします。ＱＲコードで委任状の写真
を携帯からも送信できます。よろしくお願いします。

（T）

♠ワカバ会創立以来、組織変更は初めて。一般社団
法人になるには、ワカバ会会員の過半数の賛成が必
要です。どのような情報を会報でお知らせすべきか、
暑い夏の間、皆で知恵を絞りました。高校の同窓会
は若いうちは関心が薄いもの、でも存続していなけ
れば淋しいです。どうぞ皆様のご協力を。（K）

☆振り込め詐欺にご注意 !!
　会員や三田警察より、三田高卒業生の
名簿を使用したと思われる悪質な振込詐
欺の電話が多くかかってきているとの報告
がありましたので、引き続きくれぐれもご
注意ください。

ワカバ会オリジナルグッズ お申し込みは　電話・FAX・e メールにて、事務局まで

タオルマフラー
 各 800円

バンダナ 各 500円

折りたたみトートバック
全５色　各 700円

携帯ストラップ 各300円

クリアファイル
　各 50円

折りたたみ傘
　各 700円

ミニタオル
ハンカチ

各 350円

タオルポーチ
各 500円

ブロンズ　 シルバー

レターセット	100 円
一筆箋　	 各 100 円

（広げるとA4サイズ
も入ります）

31× 37× 9 cm

たたむと
こんなに
小さくなります

New

New

New


